















This paper of subjects were clarified to define the contents of teaching of child care(environments) 
and analyzed of the consciousness in learning of university students .
In syllabus, the contents of the lecture of child care(enviroments) weren’t went well satisfacto-
ry(smooth).In open-air learning, university students were seemed to satisfied in many times. The 
learning on the connected of childcare and enviroments were important things.





















43 回大会発表要旨集』56 ～ 57 ページ）では、
「保育者の力量の一つである保育環境の構成
能力の形成を目指した教授法の検討」につい
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（『保育学研究』第 50 巻第 3 号、日本保育学会、
2012 年）、出口雅生「保育者養成課程におけ
る音楽科の教授に関する一考察」（『浦和論叢』
第 50 巻、浦和大学、2014 年）など多くの蓄
積が存在する。

























































































































































































































































講義は 1 コマ 100 分で実施されるため、計
14 回の講義と 15 回目の定期試験で成績が評価








































































































































































講義担当である執筆者は、第 1 回から第 4
回の講義の反省から、第 5 回、第 7 回、第 10











































































































４）『幼稚園教育要領解説』（平成 30 年 3 月）
フレーベル館、2018 年。
























究論集』第 2 巻第 2 号、2018 年）、田中卓
也「『保育内容（環境）』と小学校『生活科』
をつなぐ里山自然活動」（『スポーツと人間　







間　静岡産業大学研究論集』第 2 巻第 2 号、
2018 年）。
